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印
西
地
区
消
防
組
合
で
は
秋
の
火

災
予
防
運
動
　
月
9
日

　
月
　
日

11

11

15

ま
で
の
一
環
と
し
て
組
合
管
内
の

小
学
校
か
ら
防
火
ポ
ス
タ

と
標
語

を
募
集
　
校
1
街
2
5
8
点
の
応
募

26

が
あ
り
印
西
市
か
ら
は
次
の
み
な

さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た

怯
ポ
ス
タ

の
部

胸
最
優
秀
賞
印
西
地
区
消
防
組
合
管

理
者
賞

酒
井
暖
花
高
花
小
4
年

胸
　
千
葉
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合

（一社）
会
長
賞

久
保
ち
ひ
ろ
木
刈
小
5

年胸
 印
西
地
区
危
険
物
安
全
協
会
長
賞

江
田
和
奏
木
刈
小
2
年

胸
印
西
地
区
消
防
組
合
所
属
長
賞

煙
牧
の
原
消
防
署
長
賞

萩
原
悠
斗

西
の
原
小
3
年

煙
印
旛
消
防
署
長
賞

飯
塚
康
丞
平

賀
小
5
年

煙
本
埜
消
防
署
長
賞

椿
山
太
雅
小

林
小
5
年

煙
印
西
西
消
防
署
長
賞

後
藤
千
颯

木
刈
小
5
年

煙
印
西
消
防
署
長
賞

鈴
木
穂
乃
香

大
森
小
6
年

胸
 佳
作

▼
香
取
優
月
原
小
2
年

▼
長
野
恵
弥
小
倉
台
小
2
年
▼
間

立
楽
生
原
山
小
2
年
▼
片
桐
康
太

六
合
小
3
年
▼
金
子
杏
菜
大
森
小

4
年
▼
大
久
保
菜
々
木
刈
小
5
年

▼
西
森
絵
理
原
山
小
6
年

怯
標
語
の
部

　
お
母
さ
ん
　

　
　
 メ

ル
見
る
よ
り

　
　
   　
  　
お
な
べ
の
火

胸
最
優
秀
賞
印
西
地
区
消
防
組
合
管

理
者
賞

深
澤
美
月
内
野
小
3
年

胸
 印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
長
賞

浅
野
裕
哉
木
下
小
6
年

胸
　
千
葉
県
消
防
設
備
協
会
長
賞

（一社）
蛭
田
宗
小
林
北
小
6
年

胸
印
西
地
区
消
防
組
合
所
属
長
賞

煙
牧
の
原
消
防
署
長
賞

小
山
内
拓

真
原
小
3
年

煙
印
旛
消
防
署
長
賞

岩
井
睦
六
合

小
4
年

煙
本
埜
消
防
署
長
賞

山
下
紫
音
小

林
北
小
4
年

煙
印
西
西
消
防
署
長
賞

橋
本
成
美

小
倉
台
小
4
年

煙
印
西
消
防
署
長
賞

岩

栞
大
森

小
3
年

胸
 佳
作

▼
菊
地
優
歌
木
下
小
6

年
▼
井
上
真
虎
木
下
小
4
年
▼
諸

星
杏
奈
木
下
小
2
年
▼
白
龍
昊
真

大
森
小
4
年
▼
堀
江
悠
太
大
森

小
5
年
▼
石
川
沙
也
香
西
の
原
小

6
年
▼
千
葉
公
暉
西
の
原
小
6
年

▼
吉
留
亮
太
内
野
小
6
年
▼
飯
嶋

彩
音
小
倉
台
小
5
年
▼
井
本
瑞
希

小
林
北
小
6
年
▼
田
本
拓
海
小
林

北
小
3
年
▼
飯
塚
康
丞
平
賀
小
5

年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
称
略

人口
男
女
世帯

……
……
……
……

，
，
，
，

人
人
人
世帯
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－平成26年11月 日現在－
（　）内は前月との比較

No．77１
平成26年（2014）

１１月１５日号

　
強
い
日
差
し
を
遮

て

涼
し
げ

な
夏
を
演
出
す
る
グ
リ

ン
カ

テ

ン

市
で
は

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

省
エ
ネ
ル
ギ

や
地
球
温
暖
化
に
貢

献
で
き
る
取
り
組
み
と
し
て

グ

リ

ン
カ

テ
ン
の
設
置
を
推
進
し

て
い
ま
す

　
こ
の
夏
に
実
施
し
た

グ
リ

ン

カ

テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

で
は

市

民
の
み
な
さ
ん
が
愛
情
を
込
め
て
育

て
た
緑
の
カ

テ
ン
の
取
り
組
み
を

写
真
で
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た

　
エ
ア
コ
ン
の
使
用
時
間
が
減
り

ま
し
た

緑
を
な
が
め
る
こ
と
で

心
が
癒
さ
れ
ま
す

部
屋
の
中
の

見
隠
し
効
果
で

窓
を
開
け
て
風
を

▼

最優秀賞に酒井
暖花さんの作品

取
り
込
め
ま
し
た

サ
ラ
ダ

天
ぷ

ら

チ

ン
プ
ル

佃
煮
な
ど
ゴ

ヤ
料
理
の
レ
パ

ト
リ

が
増
え
ま

し
た

な
ど
の
感
想
も
写
真
と
と
も

に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

　
グ
リ

ン
カ

テ
ン
は

1
街
0

0
0
円
程
度
の
予
算
で
比
較
的
手
軽

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

冷
房
に

よ
る
エ
ネ
ル
ギ

の
使
用
量
を
減
ら

す
効
果
や
緑
が
も
た
ら
す
癒
や
し
効

果
も
あ
り
ま
す

　
ぜ
ひ

み
な
さ
ん
も
来
年
は
グ

リ

ン
カ

テ
ン
に
取
り
組
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し

う
か

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班

緯
内

線
3
6
4

 緑
の
カ

テ
ン
で

　
　
　
  　
  身
近
な
温
暖
化
対
策

 グ
リ

ン
カ

テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
作
品

　
米
井
氏
は

昭
和
　
年
4
月
か
ら
4

54

期
　
年
の
永
き
に
わ
た
り

印
西
町
議

13
会
議
員
と
し
て
同
町
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た

こ
の
間

同
町
議
会
議
会

運
営
委
員
会
委
員
長
を
は
じ
め

同
町

議
会
産
業
衛
生
常
任
委
員
会
委
員
長
を

務
め
る
な
ど

要
職
を
歴
任

特
に

大
型
ほ
場
整
備
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

怯
旭
日
単
光
章

米
井
　
一
男
氏
　
歳
・
武
西

88

　
田
口
氏
は

平
成
3
年
4
月
か
ら
3

期
　
年
の
永
き
に
わ
た
り

印
西
市
お

12
よ
び
同
町
議
会
議
員
と
し
て
市
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

こ
の
間

同
市

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
委
員
長
を
は
じ

め

多
く
の
要
職
を
歴
任
し

行
政
と

住
民
の
懸
け
橋
と
な
り
高
齢
者
福
祉
の

組
織
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

怯
旭
日
単
光
章

　
 田
口
　
伸
二
氏
　
歳
・
内
野

88

防火ポスター・標語入賞作品決ま防火ポスター・標語入賞作品決まるる

▲米井一男氏▲田口伸二氏

①①

 栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
高
齢
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙
勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲
叙
勲
栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢

　蛍光管には、直管型、丸型、電球型などの種類がありますが、いずれも
水銀が入っているため「有害ごみ」に分類されます。
　ごみ集積所へ出す際は、購入時に入っていた空箱などに入れて「有害
ごみ」の日に出してください。空箱がない場合や割れている場合は、新
聞紙などに包んで「蛍光管」と表示し、透明な袋に入れて出してくださ

い。なお、LED電球や白熱電
球、グローランプ（点灯管）は、
照明器具であるため「有害ご
み」だと思われがちですが、
水銀が入っていないため、ガ
ラス玉として「燃やさないご
み」になります。
■問 クリーン推進課クリーン
推進班（緯内線382）。

新ごみの分別大事典シリーズ
Ｈ26年度－蔚

蛍光管は「有害ごみ」に分類されま蛍光管は「有害ごみ」に分類されますす

　丸丸型型電　電球球型型

直管　直管型型

▼

最優秀賞に深澤
美月さんの作品

臼黒石さん（滝野）渦鈴木さん（舞姫）
嘘総合福祉センター唄荒井さん（中田
切）欝本埜保健センター

①①

欝欝

唄唄

嘘嘘

渦渦
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ

ム
ペ

ジ
　
■メール 
メ

ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

平成 年（ ） 月 日号（ ）

込
み
や
入
園
の
手
続
き
で
変
わ
る
点

は
あ
り
ま
す
か
？

A
1

幼
稚
園
・
保
育
園
と
も
に

従
来
の
手
続
か
ら
大
幅
に
変
更
さ
れ

る
点
は
あ
り
ま
せ
ん

新
制
度
で
は

新
た
な
手
続
き
と
し
て

保
護
者
か

ら
の
申
請
に
基
づ
き
市
が
そ
れ
ぞ
れ

の
児
童
に
つ
い
て
保
育
の
必
要
性
の

認
定
を
行
い

認
定
証
を
交
付
し
ま

す

幼
稚
園
は
入
園
内
定
後

保
育

園
は
入
園
申
し
込
み
時
に
認
定
を
受

け
る
た
め
の
申
請
書
の
提
出
が
必
要

で
す

※
施
設
型
給
付
を
受
け
な
い
幼
稚
園

の
園
児
の
認
定
申
請
は
不
要
で
す

Q
2

幼
稚
園
や
保
育
園
の
保
育

料
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

A
2

現
行
の
保
育
料
の
水
準
や

利
用
者
の
負
担
能
力
に
応
じ
て

国

が
定
め
る
基
準
を
基
に

市
が
保
育

料
を
定
め
ま
す

具
体
的
な
金
額
は

現
在
検
討
を
進
め
て
お
り

子
ど

も
・
子
育
て
会
議
で
の
意
見
な
ど
も

踏
ま
え

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し

ま
す

※
施
設
型
給
付
を
受
け
な
い
幼
稚
園

は

各
園
で
保
育
料
を
決
定
し
ま
す

Q
3

幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
を

利
用
す
る
た
め
の

認
定

と
は
何

で
す
か
？

A
3

新
制
度
で
は

施
設
型
給
付

を
受
け
る
幼
稚
園

保
育
園
や
認
定

こ
ど
も
園
な
ど
に
通
園
を
希
望
す
る

児
童
は

次
の
3
区
分
の
い
ず
れ
か

の

認
定

を
市
か
ら
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す

1
号
認
定

3
歳
以
上
児
で
幼
稚

園
や
認
定
こ
ど
も
園
の
利
用
を
希
望

す
る
場
合2

号
認
定

3
歳
以
上

児
で
保
護
者
の
就
労

な
ど
に
よ
り
保
育

園
や
認
定
こ
ど

も
園
な
ど
の
保

育
施
設
の
利
用

を
希
望
す
る
場

合3
号
認
定

3
歳
未
満
児
で
保

護
者
の
就
労
な
ど

に
よ
り
保
育
園
や
認

定
こ
ど
も
園
な
ど
の
保
育

施
設
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合

※
2
号

3
号
認
定
は

保
護
者
の

就
労
状
況
な
ど
に
よ
り

施
設
を
　11

時
間
以
内
で
利
用
で
き
る

保
育
標

準
時
間

と

8
時
間
以
内
で
利
用

で
き
る

保
育
短
時
間

と
に
区
分

さ
れ
ま
す

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の

詳
細
は

内
閣
府
ホ

ム
ペ

ジ

■ＨＰ h
ttp
://w

w
w
8
.cao

.g
o
.

jp
/sh
o
u
sh
i/sh
in
se
id
o
/

を

ご
参
照
く
だ
さ
い

■問 
保
育
課
保
育
班

緯
内
線
2
2

1

　
日
本
の
子
ど
も
・
子
育
て
を
め
ぐ

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
た

め

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

を

中
心
と
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
関
連

3
法
が
成
立
し

平
成
　
年
4
月
か

27

ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

以
下

新
制
度

が
本
格
ス
タ

ト
し
ま
す

新
制
度
は

消
費
税
率

引
き
上
げ
に
よ
る
増
収
分
の
一
部
が

財
源
と
し
て
充
て
ら
れ
る
こ
と
と
な

り

貴
重
な
財
源
を

子
ど
も
・
子

育
て
支
援
の
た
め
に
効
果
的
に
活
用

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す

胸
新
制
度
の
主
な
目
的

煙
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

認
定
こ

ど
も
園

の
普
及

煙
保
育
の
場
を
増
や
し

保

育
園
待
機
児
童
を
解
消

煙
幼
児
期
の
学
校
教
育
お

よ
び
保
育
の
質
の
向
上

煙
地
域
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
の
充
実

胸
新
制
度
に
関
す
る
市

の
取
り
組
み

　
市
で
は

子
ど
も
の
保
護

者
や
学
識
経
験
者

子
育
て
事

業
従
事
者
な
ど
で
構
成
す
る

子
ど

も
・
子
育
て
会
議

を
平
成
　
年
　

25

12

月
に
設
置
し

新
制
度
に
向
け
た
議

論
を
進
め
て
い
ま
す

　
ま
た

今
後
5
年
間
の
幼
稚
園

保
育
園
な
ど
の
需
要
に
対
す
る
確
保

方
策
や
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
の
実
施
内
容
を
提
示
す
る

子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

の

策
定
を
現
在
進
め
て
お
り

子
ど

も
・
子
育
て
支
援
の
推
進
を
図

て

い
き
ま
す

胸
新
制
度
へ
の
移
行
に
関
す
る

Q
＆
A

Q
1

幼
稚
園
や
保
育
園
の
申
し

収入/執行率収入/支出済額予算現額会　　　　計　
■
特
別
会
計

37．1昏30億7，663万円83億31万円歳入国 民 健 康
保 険 42．3昏35億 1，149万円83億31万円歳出

28．0昏5億4，105万円19億 2，934万円歳入
下水道事業 15．5昏2億9，975万円19億2，934万円歳出

38．1昏17億 　924万円44億8，285万円歳入
介 護 保 険 36．1昏16億2，001万円44億8，285万円歳出

35．2昏1億9，885万円5億6，457 万円歳入後 期 高 齢 者
医 療 21．4昏1億2，065万円5億6，457 万円歳出

執行率支出済額予算現額科　　　　目　
■
一
般
会
計
　
歳
出

52．7昏1億4，133万円2億6，829万円議 会 費
39．6昏16億8，286万円　42億4，578万円総 務 費
35．5昏31億2，807万円88億1，710万円民 生 費
37．2昏13億9，627万円37億5，181万円衛 生 費
15．1昏8，057万円5億3，190万円農 林 水 産 業 費
88．0昏3億2，294万円3億6，714万円商 工 費
8．8昏4億4，813万円51億1，541万円土 木 費
54．5昏10億 7，707万円19億7，516万円消 防 費
30．0昏24億2，757万円80億9，537万円教 育 費
0．8昏54万円6,399万円災 害 復 旧 費
49．8昏14億2，911万円28億6，735万円公 債 費
0．0昏0円9，605万円予 備 費
33．5昏121億3，446万円361億9，535万円歳 出 合 計

  平成２６年度一般会計当初予算額は３４５億５千万円でしたが、その後２回の補正が行なわれ、９月末現
在の予算は３６１億９,５３５万円（うち前年度からの繰越分が７億４２５万円）となっています。前年同期比
９.１％の増となりました。■問 財政課財政班（緯内線481～483）。

平成２６年度上半期の財政状況

収入率収入済額予算現額科　　　　目　
■
一
般
会
計
　
歳
入

62．1昏99億5，479万円160億1，922万円市 税
28．7昏9，282万円　3億2，300万円地 方 譲 与 税
44．2昏1，106万円2，500万円利 子 割 交 付 金
47．0昏2，362万円5，026万円配 当 割 交 付 金
0．0昏0円1，477万円株 式 譲 渡 所 得 割 交 付 金
55．2昏4億9，162万円　8億 9，000万円地 方 消 費 税 交 付 金
34．7昏5，454万円1億5，700万円ゴルフ場利用税交付金
40．7昏2，442万円6，000万円自 動 車 取 得 税 交 付 金
110．6昏1億 　613 万円　　　9，600万円地 方 特 例 交 付 金
72．6昏20億1，901万円27億8，200万円地 方 交 付 税
42．1昏547万円1，300万円交通安全対策特別交付金
42．1昏3億9，768万円9億4，522万円分 担 金 及 び 負 担 金
60．1昏1億 5，389万円2億5，587万円使 用 料 及 び 手 数 料
28．9昏13億7，569万円47億6，339万円国 庫 支 出 金
10．0昏1億8，168万円18億　 958万円県 支 出 金
35．4昏1，998万円5，642万円財 産 収 入
100．0昏2万円2万円寄 附 金
0．0昏0円25億8，205万円繰 入 金

269．1昏14億4，117万円5億3，554万円繰 越 金
2．5昏5，520万円22億　 321万円諸 収 入
0．0昏0円26億1，380万円市 債
45．3昏164億879万円361億9，535万円歳 入 合 計
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　市では、地震や武力攻撃などの災害時に全国瞬時警報システム（J-ALERT）によっ
て国から送られてくる緊急情報を、さまざまな情報伝達手段を用いて確実にみなさ
んへ伝えるため、市の防災行政無線および防災メールなどで情報伝達試験を行いま
す。
■時 11月28日画・午前11時および午前11時30分
（ 全2回 ）。
■内 市が当日実施する試験は、臼防災行政無線の放送、渦
防災メール、防災ツイッター、防災ホームページ、ケー
ブルテレビ。
※ 渦は、午前11時30分のみ実施。
印西市以外の地域でも、全国的にさまざまな情報伝達手段で試験が行われます。
※J-ALERTとは、地震・津波や武力攻撃などの災害時に国から送られてくる緊急
情報を人工衛星などを活用して瞬時に情報伝達するシステムです。
■問 防災課防災班（緯内線452）。

Ｊ－ＡＬＥＲＴ（アラート）の

▲ 子ども・子育て支援新制度シンボルマーク

　ゆるキャラの祭典「世界キャラクターさみっ
とin羽生2014」に、いんザイ君が参加します。
■時 11月22日臥・23日華・いずれも午前9時
～午後3時
30分。

■場 羽生水郷公園芝生広場（埼玉
県羽生市三田ケ谷751ー1）。
■問 経済政策課地域資源振興班
（緯内線351・352）、世界キャラ
クターさみっとin羽生実行委員
会 2014（■ＨＰ http://gotouchi-
chara.jp/hanyu2014/）。

　　世界キャラクターさみっ世界キャラクターさみっとと
　　　　　　　　　　in羽生2014in羽生2014

▲今年もいんザイ君を応援しよう
（写真は昨年の様子）

平成 年（ ） 月 日号（ ）

みなさん、ぜひ遊びに来てくだサイ!
会場でお待ちしています

滑

動作確認のため「防災
行政無線」が流れます



印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/
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市職員給市職員給与与・・定員の状況などの公定員の状況などの公表表
　市では、「印西市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」を定めています。
　ここでは、市民のみなさんに、市の人事行政についての理解を深めていただくた
め、職員の給与や職員数、勤務条件などの状況についてお知らせします。
　なお、詳しい内容は、市ホームページでご覧になれます。
■問 総務課人事職員班（緯内線433、434・■HP http://www.city.inzai.lg.jp）。

前 年 度 の
人 件 費 率

人件費率人件費実質収支歳出額住民基本台帳人口区分 （B／A）（B）（A）（年度末）
％％千円千円千円（26年3月31日）25年度 19.118.05,866,2412,105,63332,525,60193,085人

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

★人件費の状況（普通会計決算）

1人当たり給与費給　　　与　　　費職員数区　分 （B／A）計（B）期末・勤勉手当職員手当給　料（A）
千円千円千円千円千円人

641
平成25
年度 6,5274,183,9891,003,010591,3632,589,616

（注）1．職員手当には、退職手当は含みません。
　　  2．職員数は、平成25年4月1日現在の一般職に属する職員数です
　　　　（常勤の任期付職員を含み、教育長を除く）。

★職員給与費の状況（普通会計決算）

（平成2６年4月1日現在）

★職員の初任給の状況

国千　葉　県印　西　市区　　　分
181，200円総合職180,800円180,800円大学卒一般行政職 172，200円一般職
140，100円146,200円146,200円高校卒
－－143,500円高校卒技能労務職 －130,700円130,700円中学卒
－－182,700円大学卒医療技術職

（栄養士） －165,200円165,200円短大卒
－212,100円215,100円大学卒看護・保健職

（保健師） －206,200円206,200円短大3卒

66千円支給実績（平成 25年度決算）

特殊勤務
手　　当

4,144円支給対象職員1人当たり平均支給年額
2.5％職員全体に占める手当支給職員の割合
4手 当 の 種 類（ 手 当 数 ）

日額300円感染症処理手当

手当の名称
および
支給単価

日額300円（ただし、月3,000円以内）税 務 手 当
日額400円ご み 処 理 手 当

取り扱い1件につき
病人2,000円
死亡人3,000円

行旅病人及び行
旅等死亡人取扱
手 当

158，790千円支 給 実 績25年度時　間　外
勤務手当

197千円職員 1人当たり支給年額
170，632千円支 給 実 績24年度 202千円職員 1人当たり支給年額

（注）職員1人当たり平均支給年額は、各年度4月1日現在の職員数（短時間
　　  勤務職員を含む）で除した額です。

全地域支 給 対 象 地 域

地域手当
（平成26年4月
1日現在）

8％支 給 率
648人支 給 対 象 職 員 数
15％国 の 制 度 （ 支 給 率 ）

218,843千円支給実績（平成 25年度決算）

341,943円支給対象職員1人当たり平均支給年額
（ 平 成 2 5 年 度 決 算 ）

（注）1．支給対象職員数は、平成26年4月1日現在の職員数です（短時間勤務
　　　  職員を除く）。
　　  2．支給職員1人当たり平均支給年額は、実支給人数で除した額です。
　　  3．地域手当とは、公務員給与と民間賃金の地域間格差の事情などに応じ、
　　　　調整する手当です。

国印　　西　　市区　分

－1人当たり平均支給額（平成25年度）

期末手当
勤勉手当

1,560千円
（平成25年度支給割合）（平成25年度支給割合）

期末手当　　勤勉手当  　　　　　　 期末手当　　勤勉手当
 6月期　　1．225月分　0．675月分   6月期        1．225月分　0．675月分
12月期　　1．375月分　0．675月分 12月期        1．375月分　0．675月分
　計　　     2．60月分　 1．35月分　　計　　　2．60月分　1．35月分　
職制上の段階、職務の級などによる加算措置

　　　　・役職加算…5～20％
　　　　・管理職加算…10～25％

職制上の段階、職務の級などによる加算措置
・役職加算…5～20％

   （支給率）　 　自己都合　　勧奨・定年  （支給率）  　　自己都合　　勧奨・定年

退職手当

勤続20年   21.62 月分   27.025月分勤続20年    21.62月分  27.025月分
勤続25年    30.82 月分   36.57 月分勤続25年    30.82 月分 36.57月分
勤続35年    43.70 月分　52.44月分勤続35年    43.７０月分　52.44 月分
最高限度額       52.44月分　52.44月分最高限度額  　  52.44 月分　52.44月分

早期退職募集特例措置
（3％～45％）

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（2％～20％）

その他の
加算措置

－退 職 時
特別昇給－退 職 時

特別昇給

－1人当たり
平均支給額23,045千円1人当たり

平均支給額
（注）1．退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種の職員に支給さ
　　　れた平均額です。
　　2．期末勤勉手当とは、民間における賞与に相当する手当です。

★職員手当の状況

技　能　労　務　職一　般　行　政　職区　分 平均年齢平均給与月額平均給料月額平均年齢平均給与月額平均給料月額
52.1歳318,170円278,400円43.7歳436,560円347,900円印西市

（注）給与月額とは、月々支給される給料および職員手当（期末・勤勉手当、退
　　 職手当を除くすべての手当）の合計をいいます。

（平成26年4月1日現在）★職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況

給料月額など区　　　分給料月額など区　　　分
（平成25年度支給割合）
　6月期　1．90月分　　
　12月期　2．05月分　　

計　3．95月分　　

議　　　長
副　議　長
議　　　員

期
末
手
当

824，500円
（850，000円）市　　　長

給
料 688，700円

（710，000円）副　市　長

【算定式】
824，500円×
　在職月数×0．35（支給率）
【1期の手当額】

1，386万円
【支給時期】任期毎

市　　　長

退
職
手
当

430，000円
360，000円
340，000円

議　　　長
副　議　長
議　　　員

報
酬

5％

5昏

市　　　長地
域
手
当 【算定式】

688，700円×
　在職月数×0．25（支給率）
【1期の手当額】　827万円
【支給時期】任期毎

副　市　長

副　市　長

（平成25年度支給割合）
　6月期　1．85月分　　
　12月期　2．00月分　　

計　　3．85月分　　

市　　　長

副　市　長

期
末
手
当
（注）1．給料および地域手当の（　）内は、減額措置を行う前の金額です。
　　　2．退職手当の「1期の手当額」は、4月1日現在の給料月額および支給率に基
　　　　 づき、1期（4年＝48月）勤めた場合における退職手当の見込額です。

★特別職の報酬などの状況 （平成2６年4月1日現在）

計
8級7級6級5級4級3級2級1級区　　分
部長課長

主幹副主幹主査主査補主任主事
主任技師

主事主事補標 準 的 な 職 参事技師技師補

462177626108126523720職員数（人）
（福祉職を除く）

1003.716.55.623.427.211.38.04.3構成比（％）

1004.615.47.217.133.012.87.92.01年前の
構 成 比参

　
考 1003.014.88.88.829.628.15.41.55年前の
構 成 比

（注）1．印西市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 
        2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

★一般行政職の級別職員数の状況 （平成2６年4月1日現在）

増減職　　員　　数区　　分
平成26年平成25年部　　門

－2483485一 般 行 政
（＋8）（192）（184）（ う ち 福 祉 部 門 ）
－2134136教 育
－14950公 営 企 業 な ど
－5666671計

★定員の状況・部門別職員数の状況 （各年４月１日現在）

合
計派遣終了任期満了自己都合公務外

死亡退職勧奨退職定年退職

379030421人数

★職員の退職状況 （平成25年4月1日～平成26年3月31日）

事由

★職員の年次有給休暇の取得状況 （平成25年1月1日～平成25年12月31日）

平均取得日数制度概要

14.7日1年につき20日付与
残日数（20日上限）を翌年に繰り越し可

合計部分休業育児休業

000
男性職員

000
606

女性職員
15015
606

計
15015

（注）上段は、平成25年度中に新たに育児休業（部分休業）取得した人数。下段は平成24年度から
　　25年度にかけて引き続き育児休業（部分休業）している人数です。

★育児休業および部分休業の取得状況
区分

職員

★公平委員会業務の状況

　公平委員会とは、職員の利益の保護と公正な人事権の行使を保証するための機
関です。平成25年度の千葉県市町村公平委員会業務の状況に関する報告について
は下表のとおりです。

該当する案件はなかった
1．勤務条件に関する措置の要求に係る事項
2．不利益処分に関する不服申し立てに係る事項

★職員の初任給の状況



印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ

ム
ペ

ジ
　
■メール 
メ

ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

■問 
中
央
公
民
館

緯
碓42 
2
9
1
1

本
格
手
作
り
味
噌
体
験

　
手
作
り
味
噌
が
ど
の
よ
う
に
し
て

作
ら
れ
る
の
か

そ
の
工
程
を
実
際

に
体
験
し

味
わ

て
み
ま
せ
ん
か

■時 
　
月
2
日
峨

3
日
我

4
日

12
牙
・
い
ず
れ
も
午
前
　
時

午
後
0

10

時
　
分
30

■場 

手
く
ら

直
売
所
集
合

※
ふ
れ
あ
い
バ
ス

浦
幡
新
田

下

車
す
ぐ

■対 
成
人

※
3
日
間
と
も
参
加
可
能
で
現
地
集

合
で
き
る
人

■定 
　
人
15

■費 
2
街
0
0
0
円

持
ち
帰
り
分
の
味

噌
2
・
5
茜

容
器

豚
汁
代
な
ど

■申 
　
月
　
日
我

　
日
峨
・
午
前
9

11

19

25

時
か
ら
電
話
で
左
記
ま
で
先
着
順

■問 
中
央
公
民
館

ふ
る
さ
と
再
発
見

　
　
　
　
　
 　
野
鳥
観
察
会

　
白
鳥
飛
来
の
季
節
が
や

て
き
ま

し
た

た
く
さ
ん
の
野
鳥
を
発
見
し

て
み
ま
せ
ん
か

■時 
　
月
6
日
臥
・
午
前
9
時
　
分

12

30

正
午

■場 
本
埜
第
二
小
学
校
プ

ル
脇
駐
車

場
集
合

笠
神

■内 
白
鳥
の
飛
来
地
周
辺
を
約
2
時
間

歩
い
て
観
察
し
ま
す

■対 
市
内
の
小
学
4
年

6
年
生

小

学
生
の
同
伴
で
大
人
の
参
加
も
可

■定 
　
人
20

■費 
　
円

保
険
代

50
■他 
飛
来
地
周
辺
は

と
て
も
寒
い
の

で
防
寒
対
策
を
十
分
に
し
て
く
だ
さ

い

帽
子
と
運
動
靴
は
必
須

■申 
　
月
　
日
峨
ま
で
に

電
話
ま
た

11

25

は
直
接
左
記
窓
口
ま
で

先
着
順

■問 
本
埜
公
民
館

緯
碓97 
2
0
1
1

市
民
ア
カ
デ
ミ

公
開
講
座

み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
す
た

め
に

男
女
共
同
参
画
社
会
を

学
ぶ
　
男
女
共
同
参
画

の
基
礎
を
学

ん
で

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

■時 
　
月
6
日
臥
・
午
後
1
時
　
分

12

30

3
時
　
分
30

■場 
小
林
公
民
館

小
林
北

噛
講
師

松
田
敏
子
氏

ち
ば
菜
の

花
会
世
話
人
代
表

■定 
　
人
30

■費 
無
料

■申 
電
話
ま
た
は
メ

ル
で
左
記
ま
で

先
着
順

■問 
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活
動
支
援

班

緯
内
線
3
4
4
・
■メール sim

in
k

atu
d
o
u
@
city
.in
zai.lg

.jp

バ
ル

ン
ア

ト
講
習
会

　
お
正
月
を
華
や
か
に
飾

て
み
ま

せ
ん
か

子
ど
も
の
ヘ
ア
カ

ト
＆
三
つ
編
み
講
座

　
子
ど
も
の
ヘ
ア
カ

ト
の
コ
ツ
を

学
び

今
ま
で
よ
り
も
カ

コ
よ
く

ご
自
宅
で
お
子
さ
ん
の
ヘ
ア
カ

ト

を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
子
育
て
を
し
な
が
ら
実
践
で
き
る

美
容
と
健
康
法
に
つ
い
て
も
学
び
ま

す

子
育
て
に
つ
い
て
気
軽
に
語
り

合
い
ま
し

う

■時 
　
月
　
日
峨
・
午
前
　
時

正
午

12

16

10

■場 
中
央
公
民
館

大
森

■対 
保
護
者

■定 
　
人
20

■費 
無
料

■申 
　
月
　
日
画
・
午
前
　
時
か
ら
電

11

21

10

話
ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
ま
で

先

着
順

講
座
・
催
し

環
境

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
 動
物
愛
護
事
業

怯
犬
の
し
つ
け
方
教
室

會
基
礎
講
座
偕

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時

2
時

12

14

　
分

受
け
付
け
0
時
　
分

30

30

■定 
　
組
30

文化ホール
中央駅前地域交流館
小林公民館
そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイプレイガイドド

■問 文化ホール
（緯碓 8811）
〒 －
印西市大森

※
各
種
割
引
や
詳
細
は

市
ホ

ム

ペ

ジ
ま
た
は
文
化
ホ

ル
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は

文
化

ホ

ル
の
み
で
す

中
学
生
ま
で

2
街
0
0
0
円

※
全
席
指
定
・
障
害
者
割
引
有
り

※
チ
ケ

ト
は
　
月
　
日
蚊
・
午

12

21

前
9
時
か
ら
文
化
ホ

ル

午
前
　10

時
か
ら
イ

プ
ラ
ス
■ＨＰ h

ttp
://e

p
lu
s.jp
/

で
販
売
開
始

　
　
月
　
日
華
か
ら
文
化
ホ

ル
の

12

23

み
で
電
話
予
約
可

※
詳
し
く
は
文
化
ホ

ル
ま
で

　
腹
話
術
と
い
え
ば

い

こ
く

堂

2
体
の
人
形
を
同
時
に
操
り

何
人
も
の
声
色
を
自
在
に
使
い
わ
け

る
驚
き
と
興
奮
の
ボ
イ
ス
イ
リ

ジ

ン
を
ぜ
ひ
生
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い

■時 
平
成
　
年
2
月
　
日
蚊
・
午
後
2

27

15

時
開
演

■費 
一
般
3
街
0
0
0
円

子
ど
も

※
1
席
に
つ
き
3
歳
ま
で
の
お
子
さ

ん
一
人
ま
で
は
膝
上
無
料

※
チ
ケ

ト
は
　
月
　
日
俄
・
午

11

24

前
9
時
か
ら
文
化
ホ

ル

午
前
　10

時
か
ら
イ

プ
ラ
ス
■ＨＰ h

ttp
://e

p
lu
s.jp
/

で
販
売
開
始

　
　
月
　
日
我
か
ら
文
化
ホ

ル
の

11

26

み
で
電
話
予
約
可

※
詳
し
く
は
文
化
ホ

ル
ま
で

　
毎
年
恒
例
の
い
ん
ざ
い
爆
笑
ラ
イ

ブ

出
演
者
は

ピ

ス

ジ

イ

マ
ン

マ
ジ
カ
ル
ラ
ブ
リ

犬
の

心

ジ

ン
グ
ル
ポ
ケ

ト
ほ
か

よ
し
も
と
の
人
気
若
手
芸
人

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
蚊
・
午
後
5

27

25

時
開
演

■費 
前
売
り
3
街
0
0
0
円

※
全
席
指
定
・
障
害
者
割
引
有
り

開
演

4
歳
以
上
入
場
可

■費 
一
般
1
街
5
0
0
円

子
ど
も

小
学
生
ま
で

5
0
0
円

※
全
席
指
定
・
障
害
者
割
引
有
り

※
チ
ケ

ト
は

各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
販
売
中

※
詳
し
く
は
文
化
ホ

ル
ま
で

　
赤
ち

ん
か
ら
楽
し
め
る
歌
と
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ

ト
で
す

家
族
そ
ろ

て
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

■時 
　
月
　
日
蚊
・
臼
わ
い
わ
い
コ
ン

12

14

サ

ト
・
午
前
　
時
開
演

渦
ア
フ

11

タ
ヌ

ン
コ
ン
サ

ト
・
午
後
2
時

/
（日）

ク
リ
ス
マ
ス
・
フ

ミ
リ

・
コ
ン
サ

ト

　
　

音
楽
の
お
く
り
も
の
・
歌
の
花
た
ば

パート英

平成 年（ ） 月 日号（4）

い
ん
ざ
い
爆
笑
ラ
イ
ブ

/
（日）

/
（日）

い

こ
く
堂
　
パ
フ

マ
ン
ス
シ

　亀成川上流域のゴミ拾いをします。
■時 １2月7日蚊・午前9時30～午後1時（雨天中止）。
■場 亀成川御所橋左岸集合（別所）。
■対 小学生くらいから大人まで。
■定 ５０人。
■費 無料。
■他 動きやすい服装と長靴で帽子、
軍手、おにぎり、飲み物を持参。
※終了後に温かい豚汁の配布と
別所の獅子舞のお話があります。
■申 １２月５日画（必着）までに往復
はがきまたは、ＦＡＸ、メールに住所、氏名、電話番号、参
加者全員の氏名（子どもは学年）を記入し下記へ（先着順）。
■問 環境保全課環境保全班（〒２７０－１３９６印西市大森２３６４－
２・緯内線３６５・ 胃碓42 5339）、亀成川を愛する会（■携 080－
3594－6267・■メール kamenarilove@yahoo.co.jp）。

手賀沼流域統一クリーンデ手賀沼流域統一クリーンデーー
第5回亀成川上流域クリーン第5回亀成川上流域クリーン作作戦戦

▼

みなさんもぜひご参加
ください

胸
お
わ
び
と
訂
正
胸
　

　
広
報
い
ん
ざ
い
　
月
1
日
号
・
9
ペ

ジ
掲
載
の

は
つ
ら
つ
ウ
オ

キ

11

ン
グ
教
室

の
問
い
合
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番
号
に
誤
り
が
あ
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ま
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正
し
く
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総
合
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タ

4
2

0
1
4
4

と
な
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お
問
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い
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さ
ま
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お
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て
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ま
す
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午
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■場 
永
治
プ
ラ
ザ

浦
部

噛
講
師

西
田
眞
子
氏

ビ

ズ
ポ

イ
ン
ト

■定 
　
人
20

■費 
2
街
0
0
0
円

材
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費
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エ
プ
ロ
ン

は
さ
み

ニ

パ
ま

た
は
ペ
ン
チ

筆
記
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持
参
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月
　
日
臥
・
午
前
9
時
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ら
電
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15

話
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左
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ま
で

先
着
順

■問 
永
治
プ
ラ
ザ

緯
碓42 
1
1
0
1

市
民
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座
だ
ん
ご
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ぶ
③
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じ

て
飾
り

良
い
新
年
を
迎
え
ま
せ
ん

か■時 
　
月
　
日
我
・
午
前
　
時

正
午

12

10

10

■場 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

中
央

駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
・
中
央

南■定 
　
人
16

■費 
3
0
0
円

材
料
費

■他 
は
さ
み

も
の
さ
し

木
工
用
ボ

ン
ド
を
持
参

■申 
電
話
で
左
記
ま
で

先
着
順

■問 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

緯
碓48 

4
5
0
0

會
実
技
講
座
偕

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時

4
時

12

14

受
け
付
け
1
時
　
分
30

■定 
　
組
30

■費 
3
街
0
0
0
円

※
実
技
講
座
は
　
千
葉
県
動
物
保
護

（公財）

管
理
協
会
が
開
催
し
ま
す

■申 
随
時
予
約
制

先
着
順

怯
パ
ピ

ク
ラ
ス

　
職
員
か
ら
子
犬
の
飼
い
方
し
つ
け

方
を
学
び
模
範
的
飼
い
主
を
目
指
し

ま
す

■時 
　
月
　
日
臥

　
月
　
日
臥
・
い

11

22

12

20

ず
れ
も
時
間
応
相
談

■申 
随
時
予
約
制

先
着
順

怯
一
般
譲
渡
会

　
セ
ン
タ

の
成
犬
・
成
猫
を
譲
渡

し
ま
す

■時 
　
月
　
日
臥

　
日
牙

　
月
　

11

22

27

12

20

日
臥
・
い
ず
れ
も
午
後
1
時
　
分
30

3
時

受
け
付
け
1
時

■申 
当
日
会
場
で

怯
飼
い
主
探
し
の
会

　
犬
猫
の
飼
い
た
い
人

ゆ
ず
り
た
い

飼
い
主
さ
ん
と
の
出
会
い
の
場
で
す

■時 
　
月
　
日
蚊

12

14

犬
猫
を
飼
い
た
い
人

午
前
9
時

　
分

　
時

受
け
付
け
9
時

30

10

犬
猫
を
ゆ
ず
り
た
い
人

午
前
　10

時

　
時

受
け
付
け
9
時
　
分

11

30

■申 
随
時
予
約
制

各
事
業
共
通

■場 
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ

富

里
市

■費 
無
料

■問 
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ

緯

碓93 
5
7
1
1

※
電
話
は
午
前
8
時
　
分

午
後
5

30

時
　
分
15



印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

障
が
い
福
祉
　
巡
回
相
談

　
障
が
い
福
祉
サ

ビ
ス
の
利
用
や

悩
み
な
ど
の
相
談
に
相
談
員
が
応
じ

ま
す

要
予
約

■時 
■場 
■申 
左
表
の
と
お
り

■問 
障
が
い
福
祉
課
障
が
い
福
祉
支
援

班

緯
内
線
2
6
8
・
胃
碓42 
0
3
8

1手
話
で
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
初
心
者
を
対
象
と
し
た
講
座
で
す

聞
こ
え
な
い
人
と
簡
単
な
会
話
が
で

き
る
ま
で
を
目
指
し
ま
す

手
話
を

体
験
し
て
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
力

を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か

■時 
　
月
　
日
臥

　
日
臥

　
月
6

11

22

29

12

日
臥
・
い
ず
れ
も
午
前
　
時

正
午

10

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
内
会
議
室

原噛講
師

印
西
市
聴
覚
障
害
者
協
会

認
知
症
市
民
公
開
講
座
2
0
1
4

気
に
な
る
も
の
忘
れ

 知

て
得
す
る
認
知
症
の
は
な
し

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
2
時

開

11

22

場
1
時
　
分
30

■場 
日
本
医
科
大
学
看
護
専
門
学
校
講

堂

鎌
苅

■内 
講
演

認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め

の
五
箇
条

認
知
症
専
門
医
か
ら
の

提
言

噛
講
師

山
崎
峰
雄
氏

日
本
医
科

大
学
千
葉
北
総
病
院
神
経
・
脳
血
管

内
科
部
長

■定 
2
0
0
人

■費 
無
料

※

印
旛
日
本
医
大
駅

か
ら
無
料

送
迎
バ
ス
を
運
行

■問 
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院
脳

神
経
外
科

緯
碓99 
1
1
1
1

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
経
過
措
置

　
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
は

平
成
　
年
17

の
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り

接
種
を
受
け
る
機
会
を
逃
し
た
人
へ

の
経
過
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す

■対 
平
成
7
年
4
月
2
日
生
ま
れ

平

成
　
年
4
月
1
日
生
ま
れ
で

日
本

19
脳
炎
英
期
も
し
く
は
衛
期

衛
期
は

小
学
4
年
生
で
通
知

が
完
了
し
て

い
な
い
人

※
　
歳
未
満
は
公
費
で
接
種
を
受
け

20
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
平
成
　
年
4
月
2
日
生
ま
れ
以
降

19

の
人
は
経
過
措
置
の
対
象
外
で
す

定
期
年
齢
内

7
歳
6
カ
月

に
接

種
を
完
了
し
ま
し

う

※
予
診
票
を
持

て
い
な
い
人

転

入
者
で
実
施
状
況
届
が
未
届
け
の
人

は
各
保
健
セ
ン
タ

で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ

緯
碓42 
5
5

9
5

福
祉

■対 
市
内
在
住

在
勤

在
学
の
中
学

生
以
上

■定 
　
人
15

■費 
無
料

■申 
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
ま
で

先
着
順

■問 
障
が
い
福
祉
課
障
が
い
福
祉
支
援

班障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
で

　
  安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
 

　
市
内
の
障
が
い
者
と
そ
の
家
族
を

対
象
に
障
が
い
者
が
利
用
で
き
る

サ

ビ
ス

相
談
な
ど
の
説
明
や
障

が
い
者
家
族
会
と
の
交
流
会
を
行
い

ま
す

胸
印
西
市
障
が
い
者
団
体
連
絡
協
議

会
主
催

■時 
■場 
■対 
左
表
の
と
お
り

※
詳
し
く
は
左
記
へ

■問 
印
西
市
障
が
い
者
団
体
連
絡
協
議

会
・
畑
中

■携 
0
9
0

6
0
1
2

4
4
8
4

健
康

胸交流会の日程胸
対象場所日時

知的障がいのある人とその家族

総合福祉センター
集会室（竹袋）

11月22日臥・午後2時～

身体障がい（主にオストメイト）のある人
とその家族11月29日臥・午後2時～

心の障がいのある人とその家族12月6日臥・午後2時～

胸巡回相談　日程表胸
申し込み会　場日　時

いんば障害者
相談センター
（緯碓99 2501）

 印旛支所
 1階相談室   
（美瀬）

第１・３水曜日・
午前10時～正午

（祝日の場合はなし）

 本埜支所
 1階相談室
（笠神）

第２・４水曜日・
午前10時～正午

（祝日の場合はなし）

　　　　　　　胸平成26年度個別がん検診実施内容胸　　　　　　　　　　　　　　
申し込み期限自己負担額検査項目実施時期方法対象健（検）診名

12月12日画

2,000円問診・食道・胃部レントゲン撮影（バリウム検査）

12月20日臥まで個別

40歳以上胃がん検診
1,400円問診、視診、頸部細胞診20歳以上の女性子宮頸がん検診
1,000円問診、視触診（乳腺・甲状腺）、超音波検査30歳～39歳の女性

乳がん検診
1,000円問診、視触診（乳腺・甲状腺）、マンモグラフィまたは超音波検査40歳以上の女性
600円問診、PSA検査（採血）50歳以上の男性前立腺がん検診

※各健（検）診の対象年齢は、平成27年4月1日現在の満年齢です。※健（検）は市内委託医療機関で実施。※生活保護世帯は、自己負担金が免除されますので、ご相談ください。※今
年度の集団検診申し込みは、6月３０日で終了しました。※骨粗しょう症は20・30・35・40・45・50・55・60・65・70歳の女性、口腔疾患健診は40・50・60・70歳の人が対象となりま
す。対象者にはすでに通知していますが、転入者はお申し込みください。

　
ホ

ル
ボ
デ

カ
ウ
ン
タ
と
は

体
内

に
存
在
す
る
放
射
性
物
質
か
ら
放
出
さ
れ

る
ガ
ン
マ
線
を
体
外
に
設
置
し
た
検
出
器

を
用
い
て
計
測
す
る
も
の
で

内
部
被
ば

く
の
状
況
を
確
認
す
る
も
の
で
す

対
象
者

　
測
定
日
に
印
西
市
に
住
民
票
が
あ
り

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

煙
測
定
日
に
妊
娠
し
て
い
る
人

煙
高
校
生
相
当
ま
で
の
年
齢
に
あ
る
人

※
乳
幼
児
で
測
定
が
困
難
な
場
合
は

生

活
を
共
に
し
て
い
る
保
護
者
が
代
わ
り
に

測
定
可

※
測
定
が
困
難
な
乳
幼
児
が
二
人
以
上
い

る
場
合
で
も
代
わ
る
こ
と
が
で
き
る
保
護

者
は
一
人
の
み

助
成
金
額

　
一
人
3
街
0
0
0
円
以
内

生
活
保
護

受
給
世
帯
の
人
は

一
人
6
街
0
0
0
円

以
内

※
一
人
一
回
の
み

助
成
対
象
と
な
る
測
定
期
間

　
平
成
　
年
4
月
1
日

平
成
　
年
2
月

26

27

　
日
28測

定
機
関

　
実
施
医
療
機
関
の
詳
細
は

市
ホ

ム

ペ

ジ
ま
た
は

左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

申
請
方
法

　
平
成
　
年
3
月
　
日
峨
ま
で
に

測
定

27

31

結
果
が
確
認
で
き
る
書
類
と
領
収
書
の
原

本

振
り
込
み
を
希
望
す
る
口
座
の
通
帳

本
人
か
同
世
帯
の
人
の
も
の

認
印

妊

婦
の
人
は

母
子
健
康
手
帳

生
活
保
護
受

給
世
帯
の
人
は
生
活
保
護
受
給
証
明
書
を

左
記
ま
で
持
参

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ

母
子
保
健
班
緯
碓42 

5
5
9
5

ホ

ル
ボ
デ

カ
ウ
ン
タ
測
定
費
用
の
助

ホ

ル
ボ
デ

カ
ウ
ン
タ
測
定
費
用
の
助
成成

　　『受診券（申込者に5月下旬送付）』を持参の上、お早めに市内の委
託医療機関で受診してください。あらかじめ予約が必要な医療機関がありま
すので、受診券の中に同封してある案内を確認してください。
　また、『受診券』をお持ちでない人や各種健(検)診のお申し込みがお済み
でない人は、ご連絡ください。
■問 中央保健センター（緯碓42 5595）。

個別がん検診の登録はお済みです個別がん検診の登録はお済みですかか

みなさんお早めに概

▲手話で話して
みませんか

（5）平成26年（2014）11月15日号

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ

ム
ペ

ジ
　
■メール 
メ

ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

団塊世代の作文コンクール開催
　日ごろ、胸の中にある思いを文章
にしてみませんか。思いがけない
気持ちや新たなひらめきがあるか
もしれません。　
　印西市社会福祉協議会では、現在
地域で活躍されている人、これから
地域に関わっていきたいと思って
いる人、家族の介護をしている人や
地域福祉、在宅福祉などをテーマに
作文コンクールを開催します。
　優秀作品は、平成27年2月7
日臥開催の第28回印西市社会福祉
大会の式次第に掲載します。
　募集方法は下記のとおりです。
■対 市内在住で60歳以上の人。
■内 【テーマ】地域福祉に関すること、
高齢者福祉に関すること、少子化問
題に関すること、福祉ボランティア

活動に関すること、地域でのつなが
りなど、福祉に関すること。
【賞品】最優秀賞1作品（商品券20，
000円分）、優秀賞2作品（商品券
10,000円分）。
■申 12月25日牙（消印有効）まで
に、作品の裏に応募者の郵便番号、
住所、氏名、生年月日、電話番号を
記入し下記へ郵送または持参。
※1人1作品で、400字詰め原稿
用紙3枚まで。
※郵送に要する費用は、応募者負担
です。
※提出された作文の返却はしませ
ん。
■問 印西市社会福祉協議会（〒270
－1325印西市竹袋614－9・緯
碓42 0294）。
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青
色
決
算
説
明
会
・

　
　
　
　
　
消
費
税
等
説
明
会

　
成
田
税
務
署
で
は

所
得
税
の
青

色
申
告
決
算
書
の
作
成
や
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
の
申
告
書
の
書
き

計
量
器

は
か
り

　
　
　
　
　
定
期
検
査
を
実
施

　
今
年
度
は

計
量
法
の
規
定
に
基
づ

く
計
量
器
の
定
期
検
査
の
実
施
年
で

税
金

そ
の
他

場
1
時
　
分
30

■場 
白
井
市
文
化
会
館

■費 
9
9
9
円

入
場
料

■申 
事
前
予
約
可

当
日
券
有
り

■問 
S
I
N
C
S
・
平
田

■携 
0
8
0

4
7
2
7

8
7
1
8
・
■メール sin

c
s
sin
cs@
y
ah
o
o
.co
.jp

怯
英
語
は
も
ち
ろ
ん
多
言
語
が
楽
し

い
！
親
子
ワ

ク
シ

プ
＆
講
演
会

■時 
　
月
9
日
峨
・
午
前
　
時

正
午

12

10

講
演
会

　
日
臥
・
午
後
2
時

13

4
時

ワ

ク
シ

プ

■場 
船
穂
コ
ミ

ニ
テ
イ

セ
ン
タ

■費 
無
料

■問 
ヒ

プ
フ

ミ
リ

ク
ラ
ブ

緯

0
1
2
0

5
5
7

7
6
1
・
■ＨＰ 

h
ttp
://w

w
w
/le
x
h
ip
p
o
.g

r.jp怯
チ

リ
テ
イ
フ
リ

マ

ケ

ト
　

　
売
り
上
げ
の
一
部
は
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
付
し
ま
す

■時 
　
月
　
日
華
・
午
前
　
時

午
後

11

24

10

3
時
　
分

雨
天
中
止

50

■場 
牧
の
原
モ
ア
内
ヤ
オ
コ

前
駐
車

場■費 
車
出
店
1
街
5
0
0
円

市
民
5

0
0
円
引
き
・
身
分
書
持
参

■申 
事
前
に
電
話
で
左
記
へ

■問 
N
P
O
法
人
地
域
活
性
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
ミ
ル
ク
の
会
・
小
林

■携 
0

9
0

6
0
4
6

6
1
2
0

怯
青
空
保
育

さ
く
ら
ん
ぼ

公
開
保
育

　
秋
空
の
下

母
と
子
一
緒
に
外
遊

び
を
体
験
し
ま
せ
ん
か

■時 
　
月
　
日
画
・
午
前
　
時

午
後

11

21

10

　
時
　
分

雨
天
中
止

12

30

■場 
白
井
運
動
公
園

■対 
2
歳
前
後
の
子
と
そ
の
保
護
者

■費 
無
料

■他 
お
弁
当

水
筒

お
し
ぼ
り

敷

き
も
の

着
替
え

筆
記
用
具
を
持

参■申 
当
日
会
場
で

■問 
熊
谷

緯
碓47 
6
1
6
8

怯
印
西
歴
史
愛
好
会
会
員
募
集

　
歴
史
を
学
び
地
域
と
の
親
睦
を
深

め
ま
せ
ん
か

■時 
毎
月
第
2
日
曜
日
・
午
前
　
時

正
午

10

■場 
小
林
公
民
館

■内 
講
師
に
よ
る
公
演
や
年
3
回
程
度

の
館
外
学
習
な
ど

■費 
前
期
・
後
期
各
3
街
0
0
0
円

■申 
随
時
受
け
付
け

■問 
志
賀

■携 
0
9
0

4
6
7
2

5
4
9
3

怯
秋
探
し

一
本
榎
の
あ
る
道

　
紅
葉
の
里
山
を
ケ
ビ
ン
さ
ん
の
ガ

イ
ド
で
歩
き
ま
す

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時

午
後

11

29

3
時

小
雨
決
行

雨
天
時
　
日
蚊

30

■場 
印
西
牧
の
原
駅
南
口
集
合

■定 
　
人
50

■費 
大
人
1
街
2
0
0
円

中
学
生
以

下
6
0
0
円

保
険
・
昼
食
代

■他 
農
家
の
つ
く
る
昼
食
付
き

■申 
　
月
　
日
峨
ま
で
に

表
題
を

11

25

ウ

ク
参
加

と
し

参
加
者
の

氏
名

住
所

電
話
番
号

参
加
人

数
を
記
入
し

F
A
X
ま
た
は
メ

ル
で
左
記
へ

先
着
順

■問 
ラ

バ
ン
千
葉
ネ

ト
ワ

ク
・

丹
澤

緯
／
胃
碓42 
4
1
4
3
・
■メール in

fo
@
rcn
fo
ru
m
.o
rg

怯
S
I
N
C
S
ク
リ
ス
マ
ス
・

チ

リ
テ

・
コ
ン
サ

ト

　
世
界
各
国
の
踊
り

バ
レ
エ

ジ

ズ
ダ
ン
ス

日
舞
ほ
か

や
ク

リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
大
特
集

倉
本
晋

司
バ
リ
ト
ン

百
人
合
唱

な
ど

今
年
も
楽
し
さ
一
杯
で
す

　
収
益
金
の
一
部
は
芸
術
文
化
事

業
・
あ
し
な
が
東
日
本
大
震
災
遺
児

支
援
金
・
北
総
地
域
の
環
境
保
護
活

動
団
体
に
寄
付
さ
れ
ま
す

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
2
時

開

12

13
ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ

ト
英

方
に
つ
い
て
下
記
の
日
程
で
説
明
会

を
開
催
し
ま
す

　
な
お

個
人
事
業
主
や
不
動
産
貸

付
を
行
う
す
べ
て
の
人
は

平
成
　26

年
1
月
か
ら
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保

存
が
必
要
と
な
り
ま
し
た

　
詳
し
く
は

国
税
庁
ホ

ム
ペ

ジ

個
人
で
事
業
を
行

て
い
る
方

の
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
に
つ
い

て

を
参
照
く
だ
さ
い

■時 
臼
　
月
2
日
峨

渦
3
日
我

嘘

12

4
日
牙

唄
8
日
俄
・
い
ず
れ
も
午

後
1
時
　
分

3
時
　
分

30

30

■場 
臼
千
葉
県
印
旛
合
同
庁
舎
2
階
大

会
議
室

渦
印
西
市
役
所
3
階
大
会

議
室

嘘
八
街
市
中
央
公
民
館
2
階

小
中
会
議
室

唄
成
田
市
中
央
公
民

館
講
堂

※
詳
し
く
は
左
記
へ

■問 
成
田
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

緯
碓28 
5
1
5
1
・
内
線
2
1
2

※
音
声
案
内
に
し
た
が

て

2

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い

【平成27年は、5年に1度の国勢調査】
　国勢調査は、すべての人と世帯を対象に、人口およ
び世帯に関して調査を行う、国の最も重要な統計調査
です。その規模から多くの統計調査員の活動なしに
は実施することができません。日本の未来をつくる
国勢調査に、ぜひあなたの力を貸してください。
【登録統計調査員を募集】
　市では、統計法に基づく基幹統計調査（国勢調査・
工業統計など）を円滑に実施するため、統計調査員と
して活動していただける人を募集しています。
【統計調査員とは】
　統計法に基づく統計調査において、調査票の配布・
回収・検査・整理などを行う人を「統計調査員」とい
います。統計調査員は、調査現場の最前線で、世帯や
事務所・企業といった調査対象を訪問し、調査票の記
入依頼や回収、点検などの統計調査の仕事の中でも最
も基本的かつ重要な部分を受け持っています。
【統計調査員の身分】
　統計調査員は、調査ごとに任命される非常勤の公務
員です。統計調査員として任命されている期間は、行
政機関に勤務する職員と同じ公務員の身分（任命権者
が大臣または国の機関の長の場合は国家公務員。千
葉県知事の場合は地方公務員）になります。
　そのため、調査員には、調査で知った事柄を人に漏
らしてはならないという守秘義務が課せられています。
【統計調査員の仕事】

▼ 調査員事務打合せ会（説明会）への出席 ▼担当調査

区の範囲と調査対象の確認 ▼調査関係書類の配布と
記入依頼 ▼調査票の回収 ▼集めた調査票の検査・整理

▼調査関係書類の提出。
　統計調査員業務は、統計調査ごとで、年間を通じて
従事する形態ではありません。また、仕事の内容は調
査により多少異なります。
【報酬】
　調査終了後、国などの基準に基づき調査の種類や受
け持ち件数等に応じた報酬が支払われます。　
【登録資格】

▼ 心身ともに健全で、調査期間中責任を持って調査業
務を遂行できる人 ▼ 20歳以上の人 ▼市内で調査活動
が可能な人 ▼調査により知り得た秘密を守ることが
できる人 ▼税務・警察・選挙活動に直接関係のない人。
※「印西市統計調査員の登録・抹消基準」に基づいて
います。
【登録方法】
　「統計調査員登録申込書」、「意向確認書」に必要事
項を記入し、情報管理課文書統計班に提出してくださ
い（随時受付）。
【調査依頼】
　市の『登録統計調査員』として登録いただいた人の
中から、統計調査の実施ごとに、登録統計調査員の居
住地域などを考慮して依頼します。なお、登録されて
いても調査員定数などにより依頼できない場合があ
ります。
■問 情報管理課文書統計班（緯内線591、592）。

平成27年国勢調査を実平成27年国勢調査を実施施
～登録統計調査員を募集します　～登録統計調査員を募集します～～

す

こ
の
検
査
は

二
年
に
一
回
実
施

す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り

商

店
・
工
場
・
病
院
・
学
校
な
ど
で
計
量

器
を
取
引
ま
た
は

証
明
に
使
用
し
て

い
る
人
は

必
ず
受
検
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な

て
い
ま
す

■時 
臼
　
月
　
日
峨

渦
　
日
我

嘘

12

16

17

　
日
牙
・
　
日
画
・
い
ず
れ
も
午
前

18

19

　
時
　
分

午
後
3
時

10

30

■場 
臼
印
旛
支
所

渦
本
埜
公
民
館

嘘
印
西
市
役
所

■費 
1
台
に
つ
き
5
0
0
円

3
街
6

0
0
円
程
度

■問 
経
済
政
策
課
経
済
政
策
班

緯
内

3
5
4
・
3
5
5

個
人
事
業
税
は
期
限
ま
で
に
納
付
を

　
個
人
事
業
税
の
第
2
期
分
の
納
期

限
は
　
月
1
日
俄
で
す

納
付
書

12

は
　
月
7
日
画
に
送
付
し
て
い
ま
す

11
最
寄
り
の
金
融
機
関

コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
て
く
だ
さ
い

　
な
お

個
人
事
業
税
の
納
税
は
口

座
振
替
を
利
用
さ
れ
る
と
便
利
で
す

■問 
佐
倉
県
税
事
務
所

緯
0
4
3

4
8
3

1
1
1
4

平成26年（ ）11月 日号（6）

　
市
で
は

千
葉
県
と
共
同
し
て

バ
リ
ア
フ
リ

改
修
講
習
会
・
相
談

会
を
開
催
し
ま
す

　
多
く
の
人
が

介
護
が
必
要
に

な

て
も

自
宅
で
の
生
活
を
希

望
し
て
い
ま
す

ま
た

自
宅
内

で
の
転
倒
が
原
因
で
介
護
が
必
要

に
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん

バ
リ
ア
フ
リ

改
修
を
す
る

こ
と
で

住
み
慣
れ
た
自
宅
で
よ

り
安
全
・
快
適
に
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
可
能
に
な
り

家
族
の
安
心

や
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す

の
で

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

■時 
　
月
　
日
画
・
午
後
2
時

3
時

12

19

　
分
30※

個
別
相
談
は

臼
午
後
1
時

渦
午
後
3
時
　
分
30

■場 
市
役
所
3
階
大
会
議
室

大
森

■内 
介
護
予
防
と
し
て
の
住
ま
い
の

整
理
や

バ
リ
ア
フ
リ

改
修
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て

※
建
築
士
に
よ
る
個
別
相
談
会
も

実
施

■対 
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

■定 
　
人

個
別
相
談
会
は
8
件
ま

50
で■費 

無
料

■申 
　
月
　
日
蚊
ま
で
に

参
加
者

11

30

の
氏
名

住
所

電
話
番
号

個
別

相
談
希
望
の
有
無
を
記
入
し

電

話

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ

ル
で
左

記
ま
で

先
着
順

■問 
介
護
福
祉
課
印
西
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ

緯
碓42 
2
9
2
2
・
胃

碓40 
3
8
8
1
・
■メール h

o
u
k
a
ts
u
@
c

ity
.in
za
i.lg
.jp

※
講
座
内
容
に
関
す
る
こ
と
は

直
接

千
葉
県
健
康
福
祉
部
高
齢

者
福
祉
課
へ

緯
0
4
3

2
2
3

2
3
4
2

※
平
日

土
曜

日
曜
日

祝
日
を

除
く

の
午
前
9
時

午
後
5
時
ま

で

住
ま
い
の
バ
リ
ア
フ
リ

改

  住
ま
い
の
バ
リ
ア
フ
リ

改
修修

講
習
会
・
相
談

                      講
習
会
・
相
談
会会

パート衛

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ

ム
ペ

ジ
　
■メール 
メ

ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例



印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

　市では災害時などの情報伝達手段として、携帯電話やパソコンへのメー
ル配信サービス「印西市緊急情報発信システム」を実施しています。
　このメール配信サービスは、どなたでも利用することができますが、あらか
じめ『利用者登録』が必要になります。
　なお、登録は無料ですが、『利用者登録』および『登録解除』の際の通信料、
メールの受信、WEB閲覧にかかる費用は、利用者の負担になります。
【配信内容】
 胸大雨、強風、河川の増水などの気象警報 胸市内において震度４以上の地震が観
測された際の地震情報 胸災害による被害状況などの情報 胸避難所開設、救護情報
など。
【防災メール『利用者登録』手順】
利用する通信機器から下のアドレスに「空」メールを送信してください。

   　　　　b@inz.171k.jp

※詳細については、市ホームページ（http://www.city.inzai.lg.jp/）および市防
災ホームページ（http://bousai.city.inzai.lg.jp）に掲載。
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。

防災メール

滑QRコードも利用可です

　防災行政無線から放送された内容を確認するためのテレホンサービス（フ
リーアクセス）を無料で聞くことができます。放送内容が分からなかったとき
や、もう一度聴きたいときは、

緯0800―800―0864
をご利用ください。操作方法の説明は、メッセージで確認できます。
※これまでの防災行政無線テレホンサービス（緯碓40 2900）を利用した場合、通
話料は利用者負担となります。

怯
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ

ト

松
野
迅
ヴ

イ
オ
リ
ン
リ
サ

イ
タ
ル

■時 
　
月
7
日
蚊
・
午
後
2
時

開

12
場
1
時
　
分
30

■場 
文
化
ホ

ル

大
森

噛
講
師

松
野
 迅
 氏

ヴ

イ
オ
リ

じ

ん

ン
と
お
話
し

曽
我
尚
江
氏

ピ
ア

ノ

 田
嶌
 道
生
氏
ギ
タ

た
し
ま

■内 
カ
ザ
ル
ス
・
鳥
の
歌

シ

ベ
ル

ト
・
ア
ル
ペ

ジ

ン
ソ
ナ
タ
な
ど

■費 
一
般
2
街
8
0
0
円

小
中
高
生

5
0
0
円

全
席
自
由

■他 
未
就
学
児
は
不
可

車
い
す
席
3

席

親
子
席
3
組
有
り

■問 
吉
田

緯
／
胃
碓42 
3
8
6
8

怯
第
　
回
北
総
里
山
寄
席

金

21

原
亭
馬
治
落
語
会

■時 
　
月
　
日
華
・
午
後
2
時

開

11

23

場
1
時
　
分
30

■場 
古
民
家
茶
房
宮
崎
亭
船
尾
4
8
3

噛
出
演

 金
原
亭
馬
治
 ・
金
原
亭
駒

き
ん
げ
ん
て
い
う
ま
じ

松■定 
　
人
70

■費 
木
戸
銭
1
街
8
0
0
円

小
中
高

校
生
1
街
0
0
0
円

茶
菓
子
代

■申 
表
題
を

里
山
寄
席
申
込

と
し

参
加
者
の
住
所

氏
名

電
話
番
号

申
込
枚
数
を
記
入
し

メ

ル
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ

先
着
順

■問 
馬
印
の
会
・
じ

う
が
ん

■携 
0

9
0

8
4
6
5

9
7
5
9
・
■メール 

sato
y
am
a2
5
5
y
o
se
@
y
ah

o
o
.co
.jp

・
胃
碓97 
5
1
3
6

怯
船
舶
免
許
更
新
失
効
講
習
会

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時

12

13

■場 
潮
来
ホ
テ
ル

茨
城
県
潮
来
市

胸
必
要
書
類

船
舶
免
許
コ
ピ

1

枚

写
真

タ
テ
4
・
5
唖
×
ヨ
コ

3
・
5
唖

2
枚

住
民
票
1
枚

料
金
1
1
街
0
0
0
円

更
新

1

6
街
0
0
0
円

失
効

■申 
　
月
　
日
臥
ま
で
に
必
要
書
類
を

11

29

添
え
て
左
記
へ

■問 
水
郷
ボ

ト
サ

ビ
ス
珂

緯
0

2
9
9

6
3

1
2
3
1

怯
い
ん
ば
学
舎
草
深

収
穫
祭

　
日
ご
ろ
の
感
謝
を
込
め
て
収
穫
祭

を
開
催
し
ま
す

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
　
分

11

30

10

15

午
後
2
時
　
分

受
け
付
け
　
時

30

10

■場 
い
ん
ば
学
舎
草
深

草
深

■費 
無
料

■内 
生
産
物
・
加
工
品
販
売

陶
芸
作

品
展
示
販
売

陶
芸
作
品
作
り
の
体

験

野
菜
の
収
穫
体
験
な
ど

※
和
太
鼓
演
奏

八
千
代
高
校

吹

奏
楽

印
旛
明
誠
高
校

な
ど
の
出

演
も
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
左
記
へ

■問 
い
ん
ば
学
舎
草
深
・
間
野

加
瀬

緯
碓48 
6
4
1
1

怯
倉
本
晋
司
コ
ン
サ

ト

■時 
　
月
6
日
臥
・
午
後
1
時
　
分

12

30

開
場
1
時

■場 
文
化
ホ

ル

大
森

■内 
日
本
を
代
表
す
る
フ
ル

ト
奏
者

を
迎
え
て
昔
懐
か
し
い
日
本
の
歌
曲

な
ど
を
披
露
し
ま
す

■費 
前
売
券
2
街
5
0
0
円

当
日
券

2
街
8
0
0
円

学
生
1
街
5
0
0
円

■問 
実
行
委
員
会
事
務
局

緯
／
胃
碓46 

1
5
6
8
・
■メール k

u
rab
ass.0

6
1
8

@
g
m
ail.co

m

怯
ハ
ン
ド
ベ
ル
・
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ

ト

フ

ア
リ

ベ
ル

■時 
　
月
7
日
蚊
・
午
後
2
時
　
分

12

30

開
場
2
時

■場 
文
化
ホ

ル
多
目
的
室

大
森

■内 
天
使
の
歌
声
と
称
さ
れ
る
イ
ン
グ

リ

シ

ハ
ン
ド
ベ
ル
で

ク
リ
ス

マ
ス
に
清
ら
か
な
音
色
を
お
届
け
し

ま
す

子
ど
も
連
れ
で
の
参
加
可

■費 
無
料

■問 
金
田

■携 
0
9
0

9
6
7
0

3
4
5
5

※
午
後
5
時
　
分
以
降

30

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ

ト
衛

ス
ポ

ツ

第
　
回
84
　
　
印
旛
郡
市
駅
伝
競
走
大
会

　
今
年
で
　
回
目
を
迎
え
る
印
旛
郡

84

市
駅
伝
競
走
大
会
が

佐
倉
市
岩
名

運
動
公
園
か
ら
滝
野
小
・
中
学
校
前

を
折
り
返
す
　
・
2
1
娃
コ

ス
で

35

開
催
さ
れ
ま
す

■時 
　
月
7
日
蚊
・
ス
タ

ト

午

12
前
　
時

フ

ニ

シ

午
前
　

10

11

時
　
分

予
定

30中
学
校
の
部

第
1
中
継
所

萩
山
新
田

第
2
中
継
所

印
旛
中
央
公
園

第
3
中
継
所

境
田
バ
ス
停

第
4
中
継
所

本
埜
支
所

第
5
中
継
所

境
田
バ
ス
停

第
6
中
継
所

印
旛
中
央
公
園

第
7
中
継
所

萩
山
新
田

 振
り
込
め
詐
欺
防
止
対
策

　
　
迷
惑
電
話
チ

カ

　
　
　
　
　
　
無
料
モ
ニ
タ

募
集
中

怯
迷
惑
電
話
チ

カ

　
今
も
な
お

振
り
込
め
詐
欺

の
犯
人
と
思
わ
れ
る
電
話
が
多

く
か
か

て
お
り

十
分
な
注

意
が
必
要
で
す

ま
た

市
内

で
も
振
り
込
め
詐
欺
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す

　
市
で
は

自
宅
の
固
定
電
話

機
に
機
器
を
接
続
す
る
こ
と
で

あ
ら
か
じ
め
警
視
庁
な
ど
か
ら

提
供
さ
れ
た
迷
惑
電
話
番
号
を

も
と
に
詐
欺
や
悪
質
な
勧
誘
な

ど
の
迷
惑
電
話
を
自
動
で
判
別

し
て

ラ
ン
プ
と
音
声
で
お
知
ら
せ

す
る

迷
惑
電
話
チ

カ

を

無
償
で
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す

胸
機
器
の
サ
イ
ズ

縦
　
唖
×
横
　

13

10

唖
×
奥
行
き
9
唖

胸
モ
ニ
タ

期
間

設
置
日
か
ら
平

成
　
年
3
月
末
日

28
胸
募
集
数

1
0
0
人

■対 
次
の
臼

嘘
の
条
件
に
す
べ
て
当

て
は
ま
る
人

臼
市
内
在
住
の
人

一
世
帯
一
台

渦
自
宅
の
固
定
電
話
で
番
号
表
示

サ

ビ
ス
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
人

ま
た
は

機
器
設
置
ま
で
に
利
用
開

始
で
き
る
人

嘘
モ
ニ
タ

期
間
中
に
簡
単
な
ア
ン

ケ

ト
や
迷
惑
電
話
情
報
な
ど
の
提

供
に
協
力
で
き
る
人

■申 
市
民
安
全
課
窓
口
で
受
け
付
け
中

先
着
順

一
般
・
高
校
の
部

第
1
中
継
所

印
旛
中
央
公
園

第
2
中
継
所

本
埜
支
所

第
3
中
継
所

滝
野
小
・
中
学
校
前

第
4
中
継
所

本
埜
支
所

第
5
中
継
所

印
旛
中
央
公
園

※
い
ず
れ
の
部
も
ス
タ

ト
・
ゴ

ル
は
岩
名
運
動
公
園

※
当
日

ラ
ン
ナ

な
ど
が
沿
線
を

通
行
す
る
際

大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

■問 
ス
ポ

ツ
振
興
課
振
興
班

緯
碓42 

8
4
1
7
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機器のサイズ
縦13唖×横10唖×奥行き9唖

▲みなさんも是非ご利用ください

　
申
込
書
と
住
所
を
証
明
す
る
も
の

を
提
出

免
許
証

保
険
証
な
ど
複

写
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　
説
明
後

機
器
を
お
渡
し
し
ま
す

機
器
の
取
り
付
け
も
行

て
い
ま
す

の
で
希
望
者
は
市
民
安
全
課
ま
で

※
受
付
時
間
は
平
日
の
午
前
8
時

　
分

午
後
5
時
　
分
ま
で

30

15

※
こ
の
機
器
の
設
置
に
よ
り

す
べ

て
の
悪
質
な
電
話
を
防
げ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん

※
こ
の
機
器
は
市
役
所
で
の
み
　

お
渡
し
し
て
お
り
ま
す

　
こ
の
取
り
組
み
を
か
た

た
訪

問
販
売
な
ど
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い怯
不
審
な
電
話
が
か
か

て
き

た
ら

次
の
よ
う
な
対
策
・
対

応
・
確
認
を
し
ま
し

う

煙
息
子
の
会
社
や
学
校
に
電
話
を
し

て

本
人
に
確
認
す
る

煙

電
話
番
号
が
変
わ

た

と
言

わ
れ
た
ら

今
ま
で
の
電
話
番
号
に

か
け
て
確
認
す
る

煙

風
邪
を
ひ
い
て
声
が
変
わ

た

は
要
注
意

煙
相
手
に

家
族
し
か
知
ら
な
い
こ

と
を
問
い
か
け

答
え
さ
せ
る

煙
疑
問
に
思

た
ら

家
族
や
警
察

に
相
談
す
る

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で

■問 
市
民
安
全
課
安
全
パ
ト
ロ

ル
班

緯
内
線
7
1
4

（7）平成 年（ ）11月 日号

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ

ム
ペ

ジ
　
■メール 
メ

ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例
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平成 年（ ）11月15日号（8）

歩
道
を
設
置
す
る
な
ど
の
活
動

を
積
極
的
に
行

て
い
ま
す

　
毎
年
　
月
に
は
コ
ス
モ
ス
ふ

10

れ
あ
い
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
来

場
者
は
1
街
0
0
0
人
を
超
え

る
賑
わ
い
を
見
せ
ま
す
今
年
は

　
月
5
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
が

10あ
い
に
く
台
風
　
号
に
よ
る
雨

18

に
見
舞
わ
れ
て
し
ま
い
テ
ン
ト

の
下
で
理
事
長
の
斉
藤
さ
ん
よ

り
お
話
を
伺
い
し
ま
し
た

　
ま
つ
り
は
平
成
　
年
か
ら
始

21

ま
り

今
年
で
6
回
目
を
迎
え

ま
す

最
初
は
木
下
駅
圏
の
活

性
化
と
親
睦
の
た
め
の
集
ま
り

と
し
て
始
ま
り

今
で
は

多

く
の
団
体
や
人
々
に
よ

て
支

え
ら
れ

地
域
に
す

か
り
定

着
し
て
い
ま
す

例
年

多
く

の
模
擬
店
や
フ
リ

マ

ケ

ト
の
出
店
が
あ
り

小
中
学
生

な
ど
に
よ
る
演
奏
や
高
校
生
な

ど
の
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
活
況
を

呈
す
る
の
で
す
が

こ
の
天
候

で
は
残
念
で
す
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た

雨
の
中

会
場
を
廻

り
ま
し
た
が
各
出
店
者
の
み
な

さ
ん
が
今
後
も

こ
の
祭
り
を

大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
活
発
に
話
し
て
い
る
の
が
印

象
的
で
し
た

特
に
目
を
引
い

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す

　
ま
た
地
域
資
源
の
活
用
と
連

携
と
い
う
視
点
か
ら
敷
地
の
維
持

管
理
の
ほ
か
に
近
く
の
山
崎
池
か

ら
竹
袋
稲
荷
神
社
敷
地
内
へ
の
散

 秋
色
一
色
の
風

一
色
の
風
景景

コ
ス
モ
ス
ふ
れ
あ
い
祭

ふ
れ
あ
い
祭
りり

広報レポーター： 村形　彰治 （小林北）
むらかた　しょうじ

唱
歌
に
て
村
の
鍛
冶
屋
と
ひ
や
か
さ
れ
槌
打
つ
父
を
今
懐
か
し
む

若
　
萩
　
　
　
堀
江
　
二
雄

 祝
日
 に
母
が

い
は
ひ
び

 蒸
籠
 に
炊
き
く
れ
し
赤
飯
恋
ふ
る
還
暦
す
ぎ
て

せ
い
ろ

大
　
森
　
　
　
小
島
　
綾
子

ゆ
く
秋
の
 樹
下
 の
か
た
は
ら

こ
し
た

 石
蕗
 の
黄
の
花
の
咲
く
寂
し
き
庭
に

つ
は
ぶ
き

　
竜
腹
寺
　
　
　
五
十
嵐
次
男

夫
と
吾
皆
既
月
食
む
つ
ま
じ
く
眺
め
て
を
れ
ば
憂
さ
も
何
処
へ

小
林
浅
間
　
　
前
田
千
代
子

田
ん
ぼ
道
の
草
色
づ
き
て
秋
茜
群
と
び
秋
の
深
ま
り
て
ゆ
く

　
滝
　
野
　
　
　
松
崎
　
　
登

ベ
レ

帽
か
ぶ
り
団
栗
旅
に
出
る

小
　
林
　
　
　
池
田
　
恭
子

み
ち
の
く
を
月
の
宿
と
し
旅
支
度

木
　
刈
　
　
　
渡
辺
　
敏
子

大
根
蒔
く
借
り
た
る
畑
の
一
畝
か
な

荒
　
野
　
　
　
岩
井
　
珠
世

葛
咲
く
や
木
の
橋
ひ
と
つ
村
境

大
　
森
　
　
　
中
澤
　
と
し

役
割
を
終
へ
て
地
に
帰
す
落
葉
か
な

小
倉
台
　
　
　
田
中
孝
二
郎

　
竹
袋
交
差
点
と
総
合
福
祉
セ
ン

タ

の
間

国
道
3
5
6
号
沿
い

に
広
々
と
し
た
竹
袋
調
整
池
が
あ

り
ま
す

別
名
ひ

う
た
ん
島

池

と
呼
ば
れ
周
辺
の
敷
地
に
は

整
然
と
し
た
花
畑
が
広
が

て
い

ま
す

池
と
花
畑
の
合
計
面
積
は

1
3
街
0
0
0
愛
以
上
あ
り

散

歩
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
す
る
人
が

多
く
見
ら
れ
市
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

こ
の

敷
地
は
N
P
O
法
人
エ
コ
ネ

ト

ち
ば
が
印
西
市
と
の
企
画
提
案
型

協
働
事
業
と
し
て
維
持
管
理
し
て

お
り

会
員
の
努
力
に
よ
り
四
季

折
お
り
の
花
が
咲
き

訪
れ
る
人

掲載情報は10月14日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月 日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　
千
葉
ニ

タ
ウ
ン
中
央
駅
の

北
側

木
刈
地
区
の
住
宅
街
に
丸
い

屋
根
が
特
徴
の
建
物
が
あ
り
ま
す

建
物
の
名
前
は
フ
レ
ン
ド
リ

プ

ラ
ザ

木
刈
4

3

1

市
内

の
コ
ミ

ニ
テ

セ
ン
タ

の

一
つ
で
す

平
成
8
年
4
月
に

開
館
し
地
域
活
動
の
拠
点
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

周
辺

の
戸
建
て
の
街
並
み
と
環
境
に

調
和
し
た
建
物
で

遠
く
か
ら
見

て
も
コ
ミ

ニ
テ

セ
ン
タ

と
分
か
る
よ
う
な
外
観

地
区

の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
で
す
　

　
館
内
に
入
る
と
大
き
な
窓
の

あ
る
サ
ロ
ン
が
広
が
り
開
放
的

な
雰
囲
気
と
な

て
い
ま
す

1
0
0
人
が
入
れ
る
多
目
的

ホ

ル
を
有
し

落
ち
着
い
た

雰
囲
気
の
和
室
や
集
会
室

プ

レ
イ
ル

ム

工
芸
室

調
理

室

図
書
室
と
い

た
地
域
活

動
を
さ
さ
え
る
施
設
も
充
実
し

て
い
ま
す

　
施
設
を
管
理
す
る

理
事
長

の
大
橋
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た

こ
の
施
設
の
建
設
に
あ

た

て
は

当
事

平
成
5
年

の
印
西
町
長
が
自
治
会
や
町
内

会
組
織
に

住
民
自
治
に
よ
る

コ
ミ

ニ
テ

セ
ン
タ

の
設

立
を
呼
び
か
け
た
こ
と
に
始
ま

り
ま
す

当
時
の
自
治
会
長
た

ち
は
コ
ミ

ニ
テ

セ
ン
タ

建
設
準
備
協
議
会
を
立
ち
上
げ

行
政
と
地
域
が
何
度
も
議
論
を

重
ね

地
域
住
民
の
発
想
と
工

夫
を
取
り
入
れ
た
施
設
を
練
り

上
げ
ま
し
た

施
設
の
運
営
は

平
成
　
年
度

23

か
ら
指
定
管

理
者
の
N
P

O
法
人
フ
レ

ン
ド
リ

プ

ラ
ザ
が
　
人
13

の
ス
タ

フ

と
1
0
0
人

以
上
の
ボ
ラ

ン
テ

ア
で

管
理
し
て
い

ま
す

運
営
は
市
民
参
加
が

基
本

理
事
長
も
ボ
ラ
ン
テ

ア
も
力
を
合
わ
せ
て
地
域
活
動

を
支
え
ま
す
！

と
力
強
い
言

葉
が
印
象
的
で
し
た

　
お
伺
い
し
た
日
は
年
に
一
度

の

フ
レ
ン
ド
リ

プ
ラ
ザ
祭

り

の
開
催
日

駐
車
場
に
は

新
鮮
な
地
元
野
菜
や
お
で
ん

や
き
と
り

昔
懐
か
し
い

綿

ア
メ

な
ど
の
店
が
な
ら
び

活
気
溢
れ
る
雰
囲
気
が
訪
れ
る

た
の
が

元
気
な
木
下
小
学
校
の

児
童
た
ち

心
を
込
め
て
作
製
し

た
手
提
げ
な
ど
の
創
作
品
を
大
き

な
声
を
出
し
て
一
生
懸
命
販
売
し

て
い
ま
し
た

会
場
の
周
辺
に
は

コ
ス
モ
ス

コ
リ
ウ
ス

ホ
ワ
イ

ト
ベ
ル

ク
ロ

ク
ス
な
ど
の
花

が
き
れ
い
に
咲
い
て
お
り

春
に

は
河
津
桜

夏
に
は
ハ
ス
の
花
が

一
斉
に
開
花
す
る
の
が
見
物
で
す

　
ぜ
ひ

訪
ね
て
み
て
は
い
が
が

で
し

う
か

み
な
さ
ん
を
笑
顔

に
し
て
く
れ
ま
す

館
内
に
は
地
域

サ

ク
ル
の
活
動

発
表
と
し
て

パ

チ
ワ

ク
や

絵
画

押
し
花
な

ど
の
作
品
が
多
数

展
示
さ
れ

製
作

者
と
来
場
者
が
交

流
を
深
め
て
い
ま

し
た

ま
た

ミ
ニ
コ
ン
サ

ト

に
も
使
え
る
サ
ロ
ン
で
は
合
唱
や

ダ
ン
ス
な
ど
の
発
表
が
行
わ
れ
る

な
ど

ま
さ
に
地
域
活
動
が
支
え

る
祭
り
で
し
た

　
ぜ
ひ

皆
さ
ん
も

名
前
の
由

来
で
も
あ
る

親
し
み
や
す
く

憩
い
の
場

の
フ
レ
ン
ド
リ

プ

ラ
ザ
を
訪
れ
て
は
い
か
が
で
し

う
か
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広報レポーター：
 吉川　映子 （高花）
よしかわ　えいこ フレンドリープラザ

怯ゆずります情報

怯さがしています情報

臼犬の洋服渦小林中学校女子制服（冬服、夏服、ジャージ）嘘本棚唄室内ブラン
コ欝ダイニングテーブル＋椅子 脚蔚七五三用御被布。

臼 補聴器渦英（はなぶさ）幼稚園の制服、体操着嘘ＣＤラジカセ唄天神幼稚園男
児制服、体操服欝しおん幼稚園体操服（半袖）蔚木刈小学校体操服上下鰻木刈小
学校ジャージ上姥きかり幼稚園体操服長ズボン厩きかり幼稚園体操服半ズボン
浦高花小学校運動着瓜ジグザグ縫い機能付きミシン。

コスモスが一面に広がりまコスモスが一面に広がりますす

▲木下小学校児童の創作品

雨の中、駆けつけてくれまし雨の中、駆けつけてくれましたた丸い屋根が目丸い屋根が目印印

毎年多くの人で賑わいま毎年多くの人で賑わいますす
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